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これまでの学習指導方法の課題
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『スクランブル学習』
とは、



『学習者全員が
自身の実態に合わせて
自由に活動することで
その学びを保証し、
学習目標に向かって
集団で達成を目指す
教授法』



授業展開例

導入
(課題化)
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用意するもの：問題、答え、プレート

５０分



(ア)１人で考える



(イ)答え合わせをする



(イ)答え合わせをする



(ウ)解決したら自分のプレートを動かす



(エ)仲間と交流する



(オ)新たな問題に取り組む



(ア)～(オ)それぞれの活動を行う



(カ)終末の評価問題



(カ)終末の評価問題



『スクランブル学習』のポイント

活動前の教師の心得
・単元を見通した位置づけ
「知識・理解」「技能」「見方・考え方」

・「１人も見捨てない」集団の語り
・学級経営を踏まえた指導
・単位時間を貫く課題設定



『スクランブル学習』のポイント

活動中の教師の心得
・導入で教え過ぎない
・教師も対話する（発問）
根拠…「なんでこうなったのか？」
発展…「他には考えられないか？」
統合…「共通して言えることは？」

・時には全体指導



『スクランブル学習』のポイント

活動後の教師の心得
・「１人も見捨てない」集団の評価
・評価問題で丁寧に実態把握
※必要に応じて個別指導



『スクランブル学習』の実践

第３学年
「三平方の定理」平面における線分の長さ

・実践事例集（全国岐阜大会時作成）参照

・「知識・理解」「技能」「見方・考え方」
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(カ)

活動前の教師の心得

・「１人も見捨てない」集団の語り
「今日も全員達成を目指しましょう。仲間
に分かったこと・分からないことを発信す
ることで理解が深まります。何より「１人
も見捨てない」学級は、一緒に学習を頑張
れる仲間を作ります。」

・単位時間を貫く課題設定
「どんな補助線が引けたら、問題が解決で
きそうかな？」



課題化が終わる場面



問題に取り組む→答え合わせ→プレート移動

スクランブル学習開始



１人で取り組む生徒、仲間と取り組む生徒、
答え合わせをする生徒

スクランブル学習中



１人で取り組む生徒、仲間と取り組む生徒、
答え合わせをする生徒

スクランブル学習中



(カ)

活動中の教師の心得

・根拠に関わる発問
「どうして、ここに補助線を引いたの？」
「どうして、この計算で求められるの？」

・発展に関わる発問
「他に補助線を引ける場所はないかな」
「他の図形ではどこに補助線を引く？」

・統合に関わる発問
「どの問題にも共通して言える考え方は何
だろう？」

・想起を促す発問
「前回までどんな図形活用してた？」
「三角形の面積を求める公式は？」



プレートの様子を見て、更に問題に取り組む

スクランブル学習中



再び取り組む→答え合わせ→プレート移動

スクランブル学習中



１人で取り組む生徒、仲間と取り組む生徒、
答え合わせをする生徒

スクランブル学習中



評価が始まる場面

スクランブル学習終了



(カ)

活動後の教師の心得

・「１人も見捨てない」集団の評価
「今日の〇〇さんの、仲間から考えを上手
に引き出すような話し方が良かったね」
「〇〇さんの、仲間の疑問に最後まで答え
ようとする姿が素敵だったね」

・評価問題で丁寧に実態把握
評価問題の結果で十分に理解できなかっ
た、振り返りで困っている生徒には声をか
けたり、次の授業で目を配ったりする。



(カ)評価問題と振り返りの結果

満点率８８％（２２人/２５人）



『スクランブル学習』の成果と課題
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『スクランブル学習』の成果と課題

〇先生より友達の方が気楽に聞けるし、
分からないことを言いやすい。

〇相手に教えることでより理解できる。
〇先生が分からない人に一人で教えるより
効率が良い。

△もう少し先生に前で説明して欲しい。



『スクランブル学習』の最後に

これから必要とされる力

学びに向かう力＝能動的な力
↓

教師が授業でいかに生徒に体験させ、
その力をつけるための指導ができるか



『スクランブル学習』
で目指す
全員目標達成


